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第1編 視 覚残像研 究の展望
残像 は、感覚 とか知覚 とか記憶 とか表象に対立す る現 象 とか に分類 されて きたが、本稿 では感
覚 ない し知覚 に属する現 象だ と見てお くことにす る。 ところで 、残像 が二 つのいずれに属 するか
とい うことは決 してお ろそか にで きない問題 であ る。 とい うのは、後に述 べ るよ うに、いずれ に
属するとみるか によ って接近 法が異な るか らであ り、 この ことの 自覚 がなけれ ば真 に残像の姿を
明 らか にす ることはで きないか らで ある。
感覚 およ び知覚 は、いずれ も情 報抽出 とい う生体 の適応行動に とって不 可欠 の過程で あるとこ
ろか ら、両者を 一括 して 「認知」 として示 すこ とがで きる。 この認知 の過程 には、主体的要因が
よ り積極的 に含 まれ る場 合 と相対 的に少 な く作用する場合 とがあ る。つ まり、認知 は主体的要因
の含みかた に応 じた一連 の水準(認 知 的水準)を な していると考え られ る。このこ とか ら、感覚
と知覚 とは情報 と しての感覚 器官 か らの神経 イ ンパ ル スが脳 の単 なる リレーと しての作用 によっ
て ほぼ そのままの形で反応系統 に送 り込 まれ る場 合(主 体的要 因を含 まない低段階)と 、脳 の選
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択 とか再構成 とか修正 とか い った作 用を うける場合(主 体的要因の作用す る高段階)と で あると
言 い換 える ことができよ う。 そ して、認知的水準 におい て低段階にあ るもの は、高段階の認知の
成立 に対 して、素材 としての意味 を もつ もの だ とも言 い うるので ある。
ところで、そ うした素材 と しての感覚 の存在 が、多 くの心理学者 によ って正当 に認 あ られて き
たとは言 えない。す なわち、ゲ シュタル ト心理学者 におい ては、知覚 とい うもの が原初的 に意識
され るの であ って、それを分析 して要素 に分割す るの は無意味であ り、不可能で もあるとされ る。
純粋 な感覚 の存在 は認めるE.R.イ エ ンシュにおい ても、知覚が原初的で あ り、それ は知覚の
経験 の後に現 われ るものであ って知覚の 成立 に素材 と しての役割を もつ ことはあ りえないとされ
る。感覚研究 の意義 を論 じたJ.ピ エロ ンにおい ても、その要素性 は認め はするもの の感覚は特
定の経験 を経た後 に初 め て現われ るので ある と考え られ る。 さ らに、感 覚の概念を強調 した構成
主義者 において さえ も、それ は実験室 内で分析 とい う手段 によ って認め られ る現象 であ り、 日常
経験 のなかに現 われ ることはない と され てい るので あ る。
しか しなが ら、 われわれの考えか らすれ ば、認知的現象 はその水準上の高低 とい う段階のいか
んにかか わ らず 、われわれの意識 に明 らか になることが可能で ある。
こ うした想定 の誤 りでない ことは、残像 を研究 の対象 とすることによ って立証 され ることにな
ろ う。とい うのは、残像 は分析 とい った手続 きを経 ないで も日常経験の なか に見える現象で あ り、
一次的 には感覚で あることは間違い ないか らで ある。また、それが主体的要因 を作 用させ るには
好都合 な素材 だか らなので ある。つ ま り、一般 に認知 の実験 におい ては、主体的要因 を強 く作用
させ るた めの条件 として標準刺 激 と比較刺激 との間 に時間 的間隔 を挿入す るこ と(継 時比較)が
あげ られ るが、残像 も原刺激除去の後の時間的経過 にともな って認め られ る とい う意味で継時的
体制の なかの現象 なの で、 この条件 によ く適合 してい るか らで ある。
残 像に は各感性 モダ リティに応 じた い くつかの もの があげ られ るはずで ある。本稿 では、 それ
らの なか の視覚残像を とりあげる ことにするが、それ には(静 止)残 像 と運動残豫 との二種類 が
あるとされ る。残像の転位(い わゆ るボ ッチの残像)と い うの は、双方の残像 に認 め られ るいわ
ば附随現象 で あって残像の一つの種類 と見るわけにはいか ない 。静止残像を と りあげてみ る と、
刺激の性質に比較的密着 しまたそれ 自身 固定 した側面 と変 動 しやすい側面とのあることがわかる。
これ らの性 質 も、残像 が認知的水準 の各段階 を移行 しうること と関連 がある と解 釈 される。
残像が認知 的水準の高低 にわ たる現象 であるこ とを 明 らかにす るには、q'こ れ までの残像研
究の歴史を眺望 して、そ うした諸現象が 認め られ るか否か を検討す るこ とと、(2)残像をそのよ
うな観点か ら実際 に操作 して検討す る実験的研究 との二つ しかたがある。そ こで 、先ず第1編 に
おい ては(Dをおこな うことに した。
ギ リシ ャ時代か ら20世 紀初頭 まで の残像研究 を鳥緻 したところによれ ば、 この現 象がほぼ認
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知 的水準の 各段階 に紘 が った もの ない し拡が りうるもので あったが 、こ うした 傾向は他 の一般認
知現象 につい ての研究 と軌 を一に していた。
さ らに、その時期 までに残像を明確 に規定 した研究者 と して とくにG。T.フ エ ヒナーがあげ
られ る。彼 の見るところでは、残像 は感覚 であ って、(主 体的要 因を含む)表 象 に対立 する極 に
位置づ け られ る。 にもか かわ らず、彼 の説 を仔細 に点 検す ると残像 に も主体 的要因 を含む現象 が
認 め られ る。 した が って、残像 に関連 ある諸現象 に も、含 まれ る主体 的要 因の多少 があるこ とに
な り、残像 に対 して認知的水準 の考えを適 用 しうる ことにな る。
ところで 、認 知的水準 の高低 にほぼ対応 する残像を含 めた認知の諸現象への接近 法 には次のい
くつかがあ ると考え られ る。それ らの接近法 は、刺激(S)と 主 体(0)の いナれ(あ るい は両
方)を 操 作 し(v)、 一定に 保つ(c)て 反応(R)を 導 出す るか によ って、(1)Sv-Oc的接近
お よび(2)Sc-Ov的接近 、(3)Sv-Ov的接近 、14)Sv島Ov的接近 に分 け られ る。(こ の分けかた
の順序 は、おお むね低段 階か ら高段階への現象 に対応 す る。)な お、② は個人内0変 数操 作 と個
人間0変 数操作 とに、(3)は部分刺激統制 的O変 数操 作 と刺激 全体統制 的0変 数操 作 とに分 け られ
る。こ うした分 け方 が可能で あることが、20世 紀 初頭 までの残像研 究お よび残像 以外の一般認
知研究 のい くつかの例か ら立 証 された。
以上のよ うに残像 の実験 的操 作がS-0-Rと して示 され ると き、操 作の対象 となるのは何か
が具体的 に考察 された 。 さらに、 とくに反応 として示 され る残像 の諸側面 には色彩 の時間的変化 、
潜伏時間、大 きさのあ ることが示 され た。
残像 の反 応がそのよ うに分 け られ るとす ると、それ ぞれの側面 につい て認知的水準の上下 にわ
た る特 性の あることとさ らに いま述 べた諸接近法の可能で あ ることが認 め られ ねばな らぬ ことに
な る。そ こで、それ らの ことを比絞 的研究が進んだ最近(1920年 以降)の 残像 研究によ って
眺め ることに した。
その結 果、反応 のいずれの 側面 において も、ほぼ認知的水準の低段階か ら高段階へか けての諸
特徴 を認 め ることが可能であ り、また各段階に特有の諸接 近法 も認め られることが明らかになった。
第2縞 視覚残像強度に関する研究
ふつうの原刺激条件で観察 される安定 した陰性の樋b期 の残像が、本編では先ずとりあげられ
る。原刺激作用の強度に変化をあたえると、それに対応 して残像色彩 とくに明るさと持続時間と
に変化が生 じる。したが?て 、残像強度はそれ ら二つによ って指示されると考え られるかもしれ
ない。だが、持続時間をその測定基準 とするには致命的欠陥がある。残像がいつ消滅したかの判
断は困難であって、 これを認知的水準の全段階に適用することはできないというのがそれである。
他方、明るさにも技術的な問題がないではないが、克服できないほどのものではない。陰性残
文42
像を原刺激面の上 に投影するとそれは無色となって、さらにその場合の投影面の明るさを操作す
ることによって残像の見えを消失 させることができる。このときの投影面の明るさを残像強度を
指示するものと規定できるので、残像強度を数量的に測定することが可能となる。なお、このよ
うに明るさを測定の対象とすることによって、残像の安定した相を把えうることになる。さらに、
明るさが残像の特徴をよく示していることもあって、そうすることは測定論的に意味のあること
とされる。こうした考えに基づき、残像強度の測定法が新たに考案 された。
この測定法の充分に妥当性を有することが確認され、また、信頼性の高いことも見いだされた。
この測定法を用いて、刺激の性質によって規定 され る認知的水準の低段階における残像強度の
諸相を明 らかにするためSv-Oc的接近がなされた。
原刺激輝度が低 く、刺激時間があまり長くならない範囲で変化する場合、残像強度の変化は刺
激時間の対数に正比例する。だが、この関数関係は、原刺激輝度が高 くなりかつ刺激時間が長く
なると認められなくなる。その場合には、いわゆるS字型曲線が見いだせる。刺激後時間にとも
なう強度の減衰は、それとは反対の過程を辿る。刺激後時間と刺激時間 との強度におよぼす影響
は、三次元的モデルによって示すことができる。
次に、原刺激面の面積 と残像の強度との関係がとりあげられた。単位面積の光量を一定にして面
積を変化させると強度に変化が生じる。この変化を分析するため、先ず眼の受容する総光量を一
定にして面積だけを変化させる場合と、次いで面積を一定にして光量だけを変化させ る場合とに
ついて強度の測定をおこなった。その結果、いずれにも強度変化が認め られた。したがって、残
像強度は、原刺激面積 によ って規定されるのだが、光量によ っても影響をうけることになる。
いま述べた光量の効果をさらに調べるため、原刺激面輝度をより広範囲に変化 させたところ、
それと強度との間にすでに述べたS字 型曲線 がえ られた。このS字 型曲線については、眼の受容
する光量が多 くなる(輝度が高 くなる)と網膜の錐体細胞が作用し、少 くなる(低 くなる)と桿
体細胞が作用するためだどい う網膜の二構素説による説明がなされた。
認知的水準の高段階に位置づけうる残像強度の考察のため、Sc-Ov的接近およびSv-Ov的
接近 、Sv翁Ov的 接近がおこなわれた。
個人内0変 数操作による研究 同じ被験者に対 して、連 日朝と夕方に灘定をおこなった。疲
労の強度におよぼす効果を見るためである。その結果、朝と夕方とに疲労の度に差のない被験者
には強度差は認め られなか った。疲労差のあることが確実な被験者では、疲労によって強度の低
くなるのが分 った。次に、同一刺激条件で連続的に測定を繰 り返す場合の影響を調べることにし
た。ただ し、試行間に比較的長い休憩期を挿入サる場合 と挿入 しない場合とを設けた。二つの場
合を設けるのはζ前者では時間的経過にともない慣れに基づく主体的要因が作用し、後者では加
重という生理的要因が作用することになるので、両要因の影響を別 々に検出できると考えられ る
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か らであ る。その結果 、い ずれ の場合 で もいずれ の要因 によ って も測定値 に漸増傾向 が認め られ
た。測定に身心 とも慣 れた り残像が加重 された りす ると強度 は高 くな って、疲労 した り測定 に飽
きた りす ると低 くなると考 え られ た。
個人 聞0変 数操 作によ る研究 性格異常者や精神病患者 に観察 をお こなわせた経験か ら個人
間0変 数 が強度 に変化を生 じさせ るのでは ないか と考 え られ る。そ こで 、内向性 と外向性につい
て連続試行 を実 施 した結 果、内 向性 では比較的低い強度 の連続 が、また外向性で は高い連続 が示
され た。 こうした向性によ る違い につい ては 、H.」.ア イゼ ンクの唱え る中枢 におけ る飽 和 と
知覚反 応制止 との関 係 とい う生理学的仮説よ りは 、向性間の差異を指示す る行動的術語 によ って
よ く説 明 され るのであ る。
部分 刺激統制 的0変 数操 作によ る研究 刺 激側 条件への操作の すべ てが主体的要因を作用 さ
せ強度 に影響 をあたえ るわけで はない。 それには有効な もの と無効 なもの とがあ る、と想定 され
た 。原刺激 の空 間的条件 に有 意味 と無意味の図形 を用 いた手続 きによ っては強度差 は生 じなか っ
た。 しか し、す でに述 べた連 続試行間に挿入す る時 間的条件 の操作か ら、刺激 の時 間的条件 によ
っては強度 に主体 的要 因の作用によ る影響をおよぼ しうると考え られた。
刺激全体統制的0変 数 によ る研 究 感覚遮 断とい う操 作は とくにお こなわ なか ったが、種 々
の資料 か ら、その操 作によ って強度は高 くな るものと推 定 された。
Sv=;Ov的接近 による研究 連続的に強度測定 を繰 り返 す場合には、刺激 と主体 との間 に情
報の フィー ド・バ ックがお こなわれてい ると見 られ る。 した が って、連続試行 に際 して、被験 者
への指示 によ ってフ ィー ド・バ ックを促進 し方 向づけ る操 作をあたえれ ばそれ に対応 した強度の
変動が起 るはず であ って、実際 にその ことが確iめられ た。 この場含の指示 と測定値変動およ び内
省 との関係 か ら、測定条件 と主体 との間に フィー ド・バ ックがお こなわれているとされた 。なお、
こ うした フィー ド ・バ ックの測定値 への影響 はかな り持続 的であ ることが明 らか に された 。
原刺激除去後長 い時間 を経 た微弱 な残像 に対 しては、主体 的要 因が強 く作用 し、その見え に意
志 的統 制が可能 では ないか と考え られ る。そ こでそれ を閉眼 して試 みた。その 結 果像 の 形 を 意
志的 に変え て見ることができた。見えた形 は、被験者 ごとに異 なるが、有意味の もの も見 られた 。
体 を横 にした場合それ がよ り可能 になるよ うに思 われ る。このよ うに変形 した像は 、開眼 して眺
め ると残像の特 徴を具え てい た。さ らに、種 々の形 に連続 して変 えることもで きた 。
こうした変形 の過 程 は、残像の 晃え を刺激 としており、Sv=;Ovと して示 され る。
したが って、残 縁を対象 にすることによ って主体的要因の作用 が、時間の経過に ともない どの
よ うに効果 をおよぼ すか がは っきりと見えの なかに認め られ たことに なる。つ まり、認知 的水準
を低段 階か ら高段階 へ移 行す る様相 が、残像 によ って初め て目のあたりにとらえたと言えるのである。
以上 の場 合の残 像の起 源 については、先ず衰微 した残像 は、一次的 には網膜 に残留 してい る出
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来 事で あって、 これが中枢 に投射 されて素材 としての意味を もつ ことにな ると言え る。そ して、
この素材 の中枢内部で意志 的統 制を うけ る過程 が フィー ド・バ ックだと解釈 され るのであ る。 と
ころで1.オ スワル ドは表象 として見 られた刺激 によ る心像残像 が中枢性 の もので あるとしてい
るが、初 め に表象が喚起 され る条件 を考慮 に入 れれば末梢 部の事情 も無視 す るわけにはいかない
ので はなか ろうか 。
残像は表象 と反対の極に位置づけられる感堂であるとされてきているが、いま述べた衰微 した
残像に見る限りそうではありえない。この点に関し、イエンシュは特定の性格類型 に属する人の
残像が表象に関連があるとしているが、われわれの研究か らは同一個人において表象と類似 した
残像 があると言える。そして、残像が表象に転化することも考え られるのである。
急速に動 く視覚対象の動きを停止すると反動方向に動くように見える現象が運動残像である。
この残像 には原刺激条件に応 じていくつかの種類があるが、本稿では渦巻 き残像をとりあげる。
この残像についても、認知的水準およびそれに基づく接近法を適用して考察しうるのではないか
と考え られる。
運動残像についても強度を明 らかに したいのだが、その測定基準となるものとして持続時間が
あげられる。そこで、持続時間の測定法が提出された。次にその測定法の妥当性と信頼性が確か
め られた結果、いずれも高いことが分った。
Sv-Oc的 接近による研究 刺激面の明るさおよび投影面の明るさを変化させた場合、持
続時間にはとくに変化は認められなか った。この結果か ら、持続時間が静止残像強度とは違 って
末梢部の影響をうけていないことが分 った。刺激時間の変化に対応して持続時間が変化する様相
は対数曲線的であって、この残像は中枢 に起源を有する現象であると解釈 された。
原刺激および投影面の渦巻 きを形成する黒 白両部分の対比関係は、持続時間に影響をおよぼし
ていない。運動残像を原刺激に投影する場合と白紙 に投影する場合とでは、原刺激に投影した方
でより長い持続時間が認め られた。
以上のよ うに、原刺激および投影面の諸条件には規定的に作用するものとしないものとがある。
ところで、作用しないとされるものでも、全 く無関係ではないのであって、いわば悉無律的に作
用 しているのだと考え られる。
Sc-Ov的 接近による研究 被験者の残像停止の合図に対する構えを指示によって操作し
たところ、指示に応 じた変化が認め られた。また、内向性と外向性との間にも差異が検出された。
精神外科手術を うけた精神分裂病患者とそれをうけていない精神分裂病患者と正常な大学生と
の間には差異が見いだされた。しかしながら、現段階では、運動残像の持続時間を脳損傷を診断
するための唯一の指標とすることはできない。それは、テス ト・バッテリーの一つとすべきであ
ると考え られる。
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以上の実験的研究では、静止残像についても運動残像についても同一の測定法を用いたのだが、
その結果それぞれの強度が認知的水準の高低にわたる現象であることがほぼとらえられたのである。
第3編 ボッチの残像研究一生起機制を中心として一
ボ ッチの残像の喚起方法は、一方の眼に原刺激をあたえ、他方をおおい、原刺激除去後に両眼
開閉の交替をおこなうことである。その見えをはっきりさせ るには、原刺激強度を強くせねばな
らないが、さらにそれを被験者に確認させる手続き上の配慮 もせねばならない。さもないと、被
験者によってそれがすぐ認め られたり見えなかった りすることがあるの で、類型論的発想が生 じ
やすい。
この残像の生起については中枢説が有力である。中枢説をとる心理学者には、中枢に起源を有
することを、主体的要因によ ってよ り強 くされることだとする傾向が認め られる。これを端的に
示す図式が提出 された。だが、この考えをエ ンメル トの法則によ って実証 しようとする試みは失
敗 した。この残像の起源が中枢にあるとい うのは、見えの機制の生理学的説明なのであって主体
的要因の作用に結びつかないことは明 らかで ある。
ボッチの残像生起の機制は筒のぞきの場合と似ている。のぞき見をしている一方の眼がこの残
像観察の場合の刺激眼に、他眼が無刺激眼に相当するのであって、この例からこの残像は刺激眼
に生 じたふつうの単眼残像だと考え られる。従来、これには色彩および持続時間にふつうの残像
と相違点があるとされていたが、これ らの相違 は実はこの残像の投影面となるものの特殊性によ
るのであり、ふつうの残像でも投影面へのそうした操作によって同じ結果がえ られ る。大きさに
ついても両残像に同 じ操作をほどこすことによって両残像に同一傾向が見 られるのである。
刺激眼に生 じた残像がどのようにして無刺激眼側の視野に見える(移転する)ことになるかに
ついては、この残像に特有の明滅現象か ら視野斗争によることが明らかになった。そして、この
場合の視野斗争は残像と投影面の明るさとの相互関係によって規定 されることも見いだされた。
原刺激を除去 して両眼の開閉交替をせずそのまま刺激眼側の単眼残像を観察 し続け、任意のと
き開閉交替をし、残像が無刺激眼に見えるまでの(第2種 の)潜伏時間は、残像強度の強い初期
には生 じないが、それが弱 くなって視野斗争が起るようになると生 じる。また、投影面の明るさ
に比較 して残像の相対的強度が強ければ、長くなる。さらに、刺激眼視野を明るくすると残像は
消失する。
原刺激の除去と開閉交替とを一緒にした場合に残像が認められ るまでの(第1種)の 潜伏時間
に対しては、無刺激眼側の投影面の明るさが規定的に作用する。その作用は、無刺激眼の網膜の
二種の視細胞の働きの差が潜伏時間の長さに影響をおよぼすといったしかたによる。これについ
ては、その視細胞の作用 と刺激眼の残像とが、別 々の経路を経て中枢に達 し、中枢において重ね
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られた結果残 像は無刺激眼側 の影響 を うけるのだと解釈 され る。
ボ ッチの残像 の見えの大き さは、ふ つ うの単 眼残 像のそれよ りも小 さい 。F.A.ヤ ングのい
わゆる物理 的大 きさの測定 によ っても同様 の結果 がえ られ た。こ うした差が生 ずるのは、
ω 二 つの残像 の間に投影 をめ ぐる事情 に差 があるか らではないか 、また(2)二二つの残像の
もつ エネルギー(強 度)に 差 があるか らではないか とい う二 つの仮説 か樹 て られ た。強度は 、両
残像 において基 本的 には同 じなの だが投影 面の事情 によ って異 なることが認め られ た。 そして、
大き さの差 が強度 の差 によるもので ないこと も確認 され た。 した がって、② は捨 て られ る。 ボ ッ
チの残像 の投影 され る場合 、刺激眼側 の暗 い視野 が投影面 の手前 にあ ってその位置 に残像が投影
され るので投影面 に投影 され るふつ うの残像 よ りも小 さ くなるのだと解釈 され た。
(静 止)残 像 の 本性
光 に対 す る生物 の反応 は一義的 ではない。人 間にと っては光 は有害 な刺激 ともなるが、それ に
もかかわ らずそれ を凝視 しなけれ ばそれ が何か は分 らない。こうした光に応ず る防禦装置 として
残像が あると思 われ る。すなわ ち、ふ つ うの場合 に見 られ る阻b期 の陰性残像 は、刺激光の上を
おおいその生体 に対 する影響 を減殺す る保護眼鏡的 な作 用を してい る。その作 用の しかたは、わ
れ われ の実験的 資料 によれ ば、刺激作 用の変 化によ る感覚 の強度 によ く対応 してい るのである。
このこ とが認知 的水準の低段階 の特徴 で あることは間違 いない。
夜 間対 向車 のヘ ッ ド・ライ トに 目が くらむとい った事例 か ら、残像 の存在が人間行動を阻害する
と考 え られ るか もしれ ない。 しか し、強烈 な光刺激 があたえ られ て目が くらむほ どの残像 が生 じ
たと きには、眼 を閉 じかつ行動 を停止 するのが最 も自然 で安全 な反応 であ る。 したが って、 この
場 合の残像形 成には生体 防衛 とい う意味 があ ると考 え られ る。
第8章 の研究 か ら、残像強度 に対 して、一般視覚 に影響 をあたえるのと同 じ主体 的要 因の 作用
が認 め られ た。 ところで、そのよ うな高段 階と くにSv自Ovに よ る残像 の意味 の成立には、 ごく
稀 な危急 の場合 に原刺激 の危険性 を知 って、生体 にそれ に応 じた行動 を生 じさせるよ うな働 きが
ないでは ない。 だが、残像 の時 間的に連続 す ることは、主体 に残像 また はそれ を通 して原刺激 が
何かを吟味 させ るよ うに働い てい るとするのが よ り一般的 だと考え られ る。
そのよ うな場合には、 フィー ド・バ ックが原 刺激 と主 体 さらに残像 とい う二つの回路 でお こな
われ てい るので あるが、それ を残像 と主 体の間だけでお こなわせ ることがで きる。 このよ うに し
たのが第9章 であ る。そ こでは、残像 が原刺激 と全 く異 なった もの として 見られ るよ うにな り、
残像 が表象 に転化す る可能性 も指 摘 されたので ある。
こうして 見ると、残像 とい うのは、感覚 と して、知覚 として、 さらに表 象 としてそれぞれ違 っ
た しかたではあ るが、それ ら三 つのなかに一貫 して働 いてい るものだといえ る。
文47
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
第一編 「視覚残像研究の展望」は従来の諸研究の史的展望であるとともに、残像研究における
問題点の探求でもある。
第1章 では、心的現象としての残像の位置づけが問題とされ、著者はこれを感覚の側に属する
ものとしている。第2章 では、残像がたんに刺激そのままを反映する低段階の現象ではなく、観
察者の主体的要因によって変容することが指摘された。第3章 では、前章で示したように、残像
が認知水準の高い段階にもかかわる現象であることをその研究史に即 して確かめたものである。
第4章 は、残像研究における操作の意味と題 され、前章の所説にもとづき、残像への接近法の問
題に入 り、刺激の条件と、主体的条件をそれぞれ恒常に保 った場合と、変化させた場合との組合
せによって、およそ4種 の接近法があることが指摘 され、さらに残像の実験的研究においては、
投影面の性質が大きい意味をもつことが強調された。第5章 は、最近におサ る静止残像研究の展
望と題 され、最近の研究において、その対象とされた色彩.そ の時間的変化、潜伏時間、持続時
間、大きさ等の測定では認知水準の配慮が必要 なこと、さらに、それ らの測定法には客観性の上
で著しい難点があることが明らかにされた。
第二編 「残像強度に間する研究」はこの論文の根幹 をなすものであるが、とくに第6章残像強
度とその測定法が、その中心をなしている。残像現象 において、最も注目されるのは、原刺激の
強さに対応する残像強度であって、従来の研究では、その指標として残像の持続時間が採用され
てきたが、残像の消滅の時点を正しくとらえることは、きわあて困難で、その測定法を信頼する
ことはできない。そこで著者は、投影面の明るさが残像の強度 と密接に関係することに着眼 して、
新しい測定法の開発を試みたのである。具体的には、残像が無色系統である場合、投影面の明る
さの強度を操作 して、残像 が見えなくなると時の投影面の明るさをもって、残像の強度とみなす
のである。この測定法は、操作も容易で客観性にとむだけでなく、その妥当性と信頼性も高いこ
とが確かめられた。本来主観的な現象である残像の強度 は、この新 しい技法によって、はじめて
客観的に測定され ることになったのである。
第7章 は、刺激志向的接近法による残像強度の研究 と題 され、上述の測定法を原刺激の客観的 ・
物理的性質が決定的な意味をもついわゆる認知的水準の低い段階の残像に適用 した結果の報告で
ある。まず原刺激の輝度の高低による残像強度の変容が、刺激時間の長短との関係で吟味され、
ついで原刺激が除去された後の残像の減衰の様相が実験的に明 らかにされた。次に、原刺激面の
面積の残像強度 におよぼす効果が吟味 され、 さらに原刺激面の輝度の影響が組織的に測定 された。
第8章 は、認知水準の高い段階に位置づけられる残像の強度の研究のため、主体の側の諸条件
を変化させた実験の報者である。個人内の主体的条件の操作による実験では、同一の被験者に連
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日、朝 と夕 とに残像強度を測定 した場合 、疲 労の ある場合 にのみ、強度 の低 下 がみ られ、同一条
件で連続 的 に測定 を くりかえす場合 は、強度 の増加傾 向が認め られた。個人間の差異 については、
内向性の被験者 では残像の 強度 が低 く、外向性の被験者で は、 その反対 の傾向がみ とめ られた。
刺激側の条件の操 作によ り、主体の側の要因 も変化 され る接 近法 によ る研 究で は、刺激図面を
有意味 にした場合 と、無意味図形の場合 との比較で は、残像強度 に有意 の変化 は認め られなか っ
た。残像強度 を連続的 に くりかえ し測定 する場合 に、それ ぞれの測定結 果につい て、一定内容の
指示 を与 えるときには、それ に応 じて測定値 に変動 がみ られた 。
第9章 は前章 の続 きで、 まず原刺激除去後 、減衰 した残像 にっい ては被験者が有意的 に残像の
形 を変え うることが可能で あること、 したがって、残像 は末梢部に起 源を もつ とともに中枢 に依
存す るところもあること、さ らに、残像 のあるものは表象 に類似 し、表象に 転化 し うることが明
らか にされ た。
第10章 は運動残像 の強度 をその持続時 間について検討 したもので、前章 まで の研 究の補助的
な意味を もつもの である。
第3編 は 「ボ ッチの残像の研究 」で、第11章 か ら第13章 にわた る。 ボ ッチの残像 は一方の
眼 に刺激を 与え、それ を除 去 した後 、刺激 を与 え られ た眼 を閉 じ、無刺激眼 を開 くと きに現われ
る残像 で、従来 その発生機制を め ぐって論争 が行 われ て きた現象で ある。著:者は残像 にお ける投
影面の明 るさの役割 に注 目し、 ボ ッチの残像 は一眼 に生 じたものが他眼の視 野 に見え てい るにほ
かな らないことを明 らか に し、この残像 に特有 な現象 とみ られ ていた諸現象 を矛盾 な く説明す る
ことに成功 したのである。
第14章 は、総括 として、残像 は刺激光 に対 する生体 の一種 の防禦的 な意味 をもつもの とみ な
され る所 以を説い たもので ある。
本論文 は、残像 についての過去の諸研究 にみ られ る多 くの問題 の点検 によ って、残像の投影面
の重要性 に着眼 し、それ にもとづ き残像強度の客観的測定法を開発 し、 さ らにこの技 法の適用 と、
投影 面の機能への注 目によ って、従来不明瞭 であった諸問題に組織的な実験 的検討 を試 み、多 くの
新 しい知見を得 た点で 、学界 に寄与す るところが まことに大 きいものが ある。感覚 と知覚 との関
係 におけ る残 像の位置づけの問題 な ど、 なお不明確 な点 があ り、 また部分的 には、実験的資料の
補充 を要す るところもあるが、それは、多 くの創見を含む本研究全体の価値 を著 しく傷 つけるも
のではない。
以 上の理 由を もって、本 論文の提 出者 は文学博士の学位を授 与 され るに十分の資格 をもつ もの
と認め られ る。
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